
 
 

令和７年度 竹輪を作ろう！講習会開催要項 

 

１ 趣  旨 

竹輪や蒲鉾に加工される魚の種類や漁獲海域を知り、それらの魚を使用し加工したすり身から竹輪

に変化していく過程を体験する。また、魚肉を使った加工食品の生産・流通等の成り立ちを学ぶと

ともに竹輪作り体験を通して、製造等に携わる人達の努力と食への感謝の念を育む心を養う。 

 

２ 主  催 

公益財団法人兵庫県スポーツ協会 兵庫県学校給食・食育支援センター 

 

３ 共  催 

二方蒲鉾株式会社 

 

４ 対  象 

児童（３～６年生）・生徒、教職員等 

 

５ 開催時期 

別紙「令和７年度『体験学習の出前講座』カレンダー」に基づく６月から２月の期間の指定した日 

 

６ 実施回数 

１２回 

 

７ 開催場所 

県下の小・中学校、特別支援学校 

 

８ 申込み 

(１)Google forms 

  ※市教委に送付済みの文書にＵＲＬを記載しています。 

(２) 申込み期限 

  令和７年４月３０日（水） 

※申込み多数の場合は、選考します。決定通知は５月下旬頃となります。 

 

９ 費  用 

(１) 講師料、材料代は主催者の負担とします。 

(２) 竹輪焼き機・プロパンガスボンベ以外の器具返却に係る費用は、実施校負担でお願いします。 

 

10 実施条件 

(１) １日の実施は６学級までです。 

(２) 原則として、講習会で使用する食育支援センターの所有器具は、翌週火曜日(祝日の場合は前

日、土・日は除く)までに、(３)「器具毎の洗浄方法」により実施校で洗浄・乾燥して食育支

援センターへ返却してください。竹輪焼き機・プロパンガスボンベは、実施日に食育支援セ

ンターが持ち帰ります。 

 

 

 

 

 

 

※続く 



 
 

(３) 器具毎の洗浄方法と返却について 

 ・器具類の洗浄後は、よく乾燥させてから収納ケースにもどし期日までにご返却ください。 

・器具及び収納ケース(幅 60cm・高さ 25cm・奥行 45cm・重さ約 12kg)  

 

11 事前打合せ 

出前講座実施日の１ヶ月前までに電話で打ち合わせをします。 

 

12 内  容 

(１) パソコン(パワーポイント)を使用した「竹輪の製造工程」についての講話 

(２) 魚肉練り製品に関するクリアファイルの配布 

(３) 魚の三枚おろしからすり身をつくるデモンストレーション(参加型) 

(４) 竹輪作り(実習)と、かまぼこ・はんぺん・すり身団子の実演 

 

13 参考スケジュール 

10:00          10:20                     10:50            11:20    11:30    12:20 

講話 

｢海からの贈り物｣ 

デモンストレーション 

（すり身作り） 

焼き作業 

(竹棒にすり身をつける) 

実演 

（団子他） 

試食 

質問・感想 

後片づけ 

 ※(注)１学級(約 40人)に要する時間 

 

14 講習会の様子 

                

                

                

                

                

                

                

                

講話「海からの贈り物」      デモンストレーション(魚からすり身へ)   ミートチョッパー体験 

 

     

              

 

 

 

   

 
 

  すりばち体験            すり身を棒に巻き付ける          焼き作業              

 

15 その他 

記録のため、事業の様子を写真撮影しますのでご了承ください。 

所有者 器具名 洗浄方法 

兵庫県学校

給食・食育支

援センター 

手動式ミートチョッパー 

付着した魚肉等を洗剤で洗浄し、水気を 

拭き取り自然乾燥する。部品がそろってい

るか確認してからタッパーに収納する。 

ディッシャー、すり鉢、包丁、まな板、す

りこぎ棒、トング、ディッシャー、型等 

付着した魚肉等を洗剤で洗浄し、水気を拭

き取り、しっかり乾燥させる。 


